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奉
祝
祭
に

お
招
き

す
る

こ

と
を
企

画
し
た
と

こ

ろ、

山
田

祭
関

係
者
か
ら

「

ぜ
ひ

伊
勢

神
宮
で

奉
納
を
し
た
い
」

と
い

う
思
い

を
引
き
出

し、

二

〇

一

二

年
一

〇
月
に

初
め
て

伊
勢
の

地
で

山
田
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
る
こ

と

が

予
宀

疋

さ

れ
て

い

る
。

　
以
上

の

よ

う
な
経

緯
を

踏
ま
え

て、

今
回
の

事
例
を
宗
教
と

社
会
の

互

恵
性
の

視
点
か
ら

、

復
興

支
援
に

お
け
る
祭
礼
行
事
の

可
能
性
と
し
て

考

え
る

と、

「

隔
た

り
」

に

よ

る

「

つ

な
が

り
の

弱
さ

」

が

ゆ

え
に

、

何
か

の

き
っ

か

け
に

よ
っ

て
、

そ

の

関
係
性
を
強
め

て

い

く
こ

と

が

で

き
て

い

る

の

か

も

し
れ

な
い

。

す
な
わ
ち
、

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

キ

ャ

ピ

タ

ル

研
究
に

お

い

て

重

要
な
理
論
の
一

つ

で

あ
る

グ

ラ
ノ

ベ

ッ

タ

ー

の

「

弱
い

つ

な

が

り
の

強
さ

（

ω

葭
Φ

目
ゆ煢

酔
oh

≦
Φ

爵
冖

δ
の）
」

か

ら

今
回
の

関

係
性
へ

の

展

開
を

解
釈
で

き
る
と

考
え
る

。

　

今
回
の

事
例
で

は
、

そ
れ
ぞ
れ

の

文
化
的
ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

が

「

弱

い

つ

な

が

り
の

強
さ
」

と

し
て

復
興
支
援
の

ゆ

く
え
に

何
ら

か

に

可
能
性

を
も
つ

と

す
る

な
ら
ば
、

そ
こ

か

ら

祭
礼
行
事
の

も
つ

く

適
正

値
V

が

見

出
せ
る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

（
本
発
表
は

、

皇
學
館
大
学
篠
田

学
術

振
興
基
金
「

祭
礼
文
化
の

交
流
に

よ

る

復
興
支
援
の

可
能
性
に

関
す
る

実

践
的
研

究
」

に

よ
る

研
究
成
果
の

一

部
で

あ
る

。

）

イ

ス

ラ

ー

ム

系
NGO

・

HF

に

よ

る

東
日

本
大
震

災
支

援
活

動

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

嶺

崎
　
寛
子

　

本
発
表
は

、

国
籍
と

し
て

は

パ

キ

ス

タ

ン

系
・

宗
教
と
し
て

は

イ
ス

ラ

ー

ム

系
の

国
際
NGO

、

ヒ

ュ

ー

マ

ニ

テ

ィ
・

フ

ァ

ー
ス

ト
（
本
部
ロ

ン

ド
ン

、

日

本
支
部
名
古
屋

。

以

下

HF

と

表
記）

が
東
日
本
大
震
災
に
際

し
、

宮
城

県
仙

台
市
お
よ
び

石
巻

市
の

避
難
所
で

行
っ

た

炊
き
出
し
等
の

支
援

活
動
を
紹

介
し

、

そ
の

意

義
を

分
析
す
る

こ

と
を
目

的
と

す
る

。

　

HF

を

取
り
上
げ
る

理
由
は
以
下

の

三

点
で

あ
る
。

 
イ

ス

ラ
ー

ム

系

NGO

が

行
っ

た

支
援
の

中
で

は

最
大

規
模
で、

被
災
地

入
り
が

早
く、

石
巻

市
立

湊
小
学
校
避
難
所
で

は

九
月
の

避
難

所
閉
鎖
ま
で

支

援
す
る

な

ど
、

継
続
的
な
支
援
で

あ
る
こ

と
、

 
被
災
者
へ

の

取
材
が

可

能
で

、

総

合
的
な
観
点
か
ら
支
援
を
分
析
で

き
る
こ

と
、

 
後
述
す
る

HF

の

持
つ

ユ

ニ

ー

ク
な

性
格
が、

異
文
化
理

解
や

共
生
を

考
え
る

上
で

重

要
な
示

唆

を
与
え
て

く
れ
る

こ

と
。

本
発
表
は

今

年
五
月
か
ら

現
在
に

か

け
て

、

文

化
人
類
学
的
手
法
を
用
い

て

行
っ

た

現
地
調
査
で

得
た
資
料
に
基
づ

い

て

い

る
。

　

今
回
の

震
災
で

は
、

国
際
NGO

な
ど

が
現
地
入
り
す
る

こ

と
で
、

被

災
者
と

支
援
者
の

「

必

要
に

迫
ら

れ

た

／
強
制
的
異
文
化
交
流
」

が
被

災

地
の

あ
ち
こ

ち
で
、

今
ま
で

に
な
い

規
模
で

発
生
し
た

。

そ
の

中
に
は

成

功
例
も
失
敗

例
も

あ
る

が
、

HF

の

事
例
は
、

互
い

に

理
解
を

深
め

た
、

際
立
っ

た

成

功
例
の

ひ

と

つ

で

は

な
い

か
。

震
災
支
援
を
通
じ

て
、

い

か

に

HF

と
被

災
者
・

日

本
人
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

た

ち
が

相
互

理

解
を

築
い

て

い

っ

た
か、

そ

の

た
め
に
必
要
な
条
件
は

何
だ
っ

た
の

か、

検
討
し

た
い

。

　

HF

は

ア

フ

マ

デ

イ

ー

ヤ

教
団
が
一

九
九
四

年
に

設
立
し
た

国
際
NG

O
で

、

九
五

年
に

国
連
に

認
定
さ
れ
た

。

母
体
で

あ
る

ア

フ

マ

デ

ィ

ー

ヤ

教
団
は
一

八
八
九

年、

ミ

ル

ザ
ー
・

グ

ラ

ー

ム

・

ア

フ

マ

ド

2

八

三

五

−
一

九
〇
八）

が
北
イ
ン

ド
で

創
始
し

た
イ

ス

ラ
ー

ム

の

改
革

復
興
を

唱

え
る
教
団
で

あ
る

。

イ
ン

ド
・

パ

キ
ス

タ

ン

の

分
離
後
は
本
拠
地
を
パ

キ

ス

タ

ン

に

置
い

た
。

創
始
者
ミ

ル

ザ
ー

が
自

ら
を

「

約
束
さ
れ

た
メ

シ

ア
」

と

見
な
し
た

こ

と
、

極
端
な

平
和
主

義
等
が
教

義
の

特
徴
だ
が

、

創
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始

者
の

メ

シ

ア

性
が
特
に

批

判
さ
れ

、

七
四
年
に

は

パ

キ
ス

タ
ン

に

お
け

る

ム

ス

リ

ム

と

し
て

の

地

位
を

喪
失、

八

四

年
に

は

布
教
が

禁
止
さ

れ

た
。

同
年
四

代
カ

リ

フ

が
パ

キ
ス

タ

ン

か

ら
イ
ギ
リ

ス

に
亡

命
し、

現
在

教

団
の

本

部
は
イ
ギ
リ

ス

に
あ
る

。

教

団
員
は

ム

ス

リ
ム

の

自
覚
を
持
つ

が
、

一

般
の

ム

ス

リ

ム

か
ら
は
異

端
と

見
な
さ
れ
て

お
り、

イ
ン

ド
ネ
シ

ア

の

ユ

ド
ヨ

ノ

政

権
下
で

も、

近

年
宗
教
的
自
由
を

奪
わ

れ

た
。

　

し
か
し
海
外
宣
教
に

は
比
較
的
成
功
し

て

お
り、

西
ア
フ

リ
カ

等
で

影

響
力
を
増
し、

新
た
な
信
者
を
獲

得
し
て

い

る
。

欧

米
や
日

本
に

も
支
部

が
あ
り

、

海
外
進
出
に

活
路
を
見
出
し
た
教
団
と

言
え
よ

う
。

彼
ら
の

パ

キ
ス

タ

ン

へ

の

帰
国
可
能
性
は
低
く

、

多
く
は

ホ
ス

ト

社
会
に
永
住
せ

ざ

る
を
得
な
い

。

そ
の

た

め
か
、

ア

フ

マ

デ

ィ

ー

ヤ
の

教
団
員
は

ホ

ス

ト
社

会
の

言
語
を

意
識
的
に

習
得
す
る
傾
向
が
顕
著
で

あ
る

。

教
団
内
部
に

お

い

て

も、

ホ

ス

ト

社
会
の

言
語
し
か

で

き
な
い

二

世

代
以

降
の

若
年
層
の

宗
教
教
育
の

た

め
、

ホ

ス

ト
社
会
の

言
語
を
積
極
的
に

活
用
し
て

い

た
。

ホ

ス

ト

社
会
の

中
で

ア

イ
デ

ン

テ
ィ

テ

ィ

を
保
ち
つ

つ

サ

バ

イ
バ

ル

す
る

こ

と
が

、

教
団
や

教
団
員
の

究
極
の

目
的
で

あ
る

と

言
え
よ

う
。

　

彼
ら

は

四

代
カ

リ

フ

の

命
に

よ

り
、

HF

と

教

団
の

活
動
を

切
り

離

し、

支
援
の

際
に

は

宗
教
色
を
出
さ

な
い
。

こ

れ
に

は
HF

と
し

て

在
日

本
パ

キ

ス

タ

ン

大
使
館
と

連
携
出
来
る

等
の

メ

リ
ッ

ト
が
あ
っ

た
。

彼
ら

の

支
援
の
一

番
の

動
機
は

「

困
っ

て

い

る

人
を

助
け
た
い
」

と
い

う
思
い

だ
が
、

副
次
的
な

目
的
は

布
教
で

は

な
く

「

ム

ス

リ

ム

に

つ

い

て

の

理
解

を

深
め

て

も
ら

う
」

「

我
々

は

怖
く
な
い

、

共
生
で

き
る
隣

人
な
ん
だ
と

思
っ

て

も
ら

う
」

こ

と
で

あ
っ

た
。

被
災
者
へ

の

調
査
か
ら

、

こ

の

目
的

は

達
成
さ
れ
た
と
い

え
る

。

被
災
者
と
の

交
流
に

は
、

彼
ら
が

磨
い

て

き

た
ホ

ス

ト
社

会
の

言
葉

、

日

本
語
が

非
常
に

役
立
っ

た
。

HF

の

支
援
の

核
を

担
っ

た
の

は

日

本
在
住
一

〇

年
の

二

〇

歳
の

青
年
だ
っ

た
。

彼
の

「

日
本
は

私
の

国
」

と
い

う
言
葉
の

意

味
が
、

被
災
者
に

ど

れ

程
伝
わ

っ

た

か
は

わ

か

ら
な
い

。

し
か
し

避
難
所
で

被
災
者
も
HF

も
「

相
手
と
つ

な

が

れ

た
」

と

思
い
、

そ
れ
を
貴
重
だ

と

感
じ

た
こ

と
は
、

調
査
か
ら

窺

え
た

。

ポ

ス

ト

災
害
社
会
に

お

け
る
宗
教

　
　
ス

マ

ト

ラ

の

事
例
か

ら

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

木
村

敏
明

　

本
発
表
で

は
、

復
興
過
程
を
含
む
災
害
経
験
に

よ

り
何
ら
か
の

影
響
を

蒙
っ

た

社
会
を

、

そ
の

災
害
と

の

連
関
で

分
析
す
る

た
め

の

概
念
と

し
て

ポ

ス

ト
災

害
社
会
と
い

う
語
を
用
い

、

「

宗

教
」

を

め

ぐ
る

状
況
に

与
え

る

影
響
を

考
察
す
る

。

イ

ン

ド
ネ
シ

ア

の

ス

マ

ト
ラ

は

今
世
紀
に
限
っ

て

も
二

〇

〇

四

年
一

二

月
の

ス

マ

ト
ラ
沖
地
震
に

は
じ

ま

り、

二

〇
〇
五

年

三

月
の

ニ

ア

ス

地

震、

二

〇
〇

九
年
九

月
の

西
ス

マ

ト

ラ
地
震
な
ど

マ

グ

ニ

チ
ュ

ー
ド
七
・
五

を
超
え
る

巨
大
地
震
を
四

度
経
験

し、

二

〇

万
を

超

え
る

死

者
を
だ
し

て

お

り、

ポ

ス

ト
災
害
社
会
と
い

う
視
点
か
ら
分
析
す

る

こ

と
は

大
い

に

意
義
が

あ
る

と

考
え
ら

れ

る
。

　

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

社
会
に

お

け
る

宗
教
の

位

置
づ

け
の

問
題
を

考
え

る

際、
「

宗
教
」

概
念
と

国
民

国
家
が
持
つ

特

別
な

関
係
に

注
意
を

払
う
こ

と
が

必

要
で

あ
る

。

多
民
族
国
家
イ

ン

ド
ネ
シ

ア

の

誕
生
に

際
し、

宗
教

の

も
つ

凝
集
力
に

注
目
し

た

1
同
時
に

そ
の

排
斥
力
を

恐
れ

た

1
当
時
の

リ

ー

ダ

ー

た
ち
は
、

新
国
家
の

基
礎
原
理
を

定
め
た
「

建
国
五

原
則
」

の

一

つ

に

1
特
定
の

宗
教

、

と

り
わ

け
イ

ス

ラ

ー

ム

で

は

な
く
ー

「

唯
一

神

の

信

仰
」

を
と

り
い

れ

国
造

り
の

柱
と

し
た

。

こ

れ

を

受
け
て

行
政

機

構、

教

育
、

民

法
な
ど
の

公

的

分
野
に

宗
教
が

組
み

込
ま

れ
る

と

と

も
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